
力学Ⅰ（１回目） 原科 
［第１回目］力の法則１と力のつり合い 
≪今日の授業の目標≫ 
・力の単位 ［N］ニュートン （MKS単位系という基本単位系で） 
            他に［kg重］（kgw，kgf）が使われることがある。1 kg重 = 9.8 N 
・力の法則のうちの基本的なものを理解する （力はベクトルである） 

◎  重力    gv
r

mF =重    重力加速度 =g 9.8 m/s2   

鉛直下向き，重心に作用する，質量mに比例する  （質量はスカラーである） 
 

◎  弾性力   kxfx −=     k：ばね定数（弾性定数） 

○ 垂直抗力 N
r
  ○ 張力 S

r
 

 
学習到達目標（３）重力，弾性力，抵抗力について力の法則の式が書ける。 

・力のつり合い 

  力 1F
r
と力 2F

r
がつりあっている  

011 =+ FF
rr
  大きさが同じで，向きが反対 

 
次回予定［第２回目］力の法則２と力の合成と分解（教科書 2～5ページ，27～29ページ） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
レポート問題 第１回目（右側の半分の解答用紙を切り取って提出しなさい） 
数値で計算する問題は，答えにも必ず単位をつける！MKS単位系で答えること！ 
問１ 
① MKS単位系での力の単位を書け。 
② 質量mの質点に働く重力の式を書け。［教科書の式（1.33）］ 
③ 重力加速度の大きさ gの値を書け。 

④ 体重 =m  60 kgの人間に働く重力の大きさ F を求めよ。 

⑤ 「1 kg重」の力の大きさは，何 Nか。 

⑥ 弾性力の式を書け。［教科書の式（1.48）］ 

⑦ ばね定数 =k 5 N/mのばねを，自然長から =x 0.01 mだけ伸ばしたとき，弾性力 xf を求めよ。 

⑧ ばね定数 =k 2 N/mのばねに， =m 0.5 kgのおもりをつるした。自然長からの伸び xを求め
よ。 
⑨ 水平な床の上に質量 =m 5 kgの物体を静かに置いた。物体に働く力を図に書き，垂直抗力の

大きさN を求めよ。 
⑩ 天井から糸で質量 =m 2 kgの物体を静かに吊るした。物体に働く力を図に書き，張力の大き

さ Sを求めよ。 
⑪ ばね定数 2 N/mのばね Aと，ばね定数 3 N/mのばね Bとでは，同じ力を加えたとき，どち
らが縮みにくいか。 
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力学Ⅰ（１回目） 原科 
 
解答用紙 （  曜  限）学籍番号         氏名               
数値で計算する問題は，答えにも必ず単位をつける！指示がない限りMKS単位系で答えること！ 
問１ 

①  力の単位は， 

②  =重F
r

 

 

③  =g          ［m/s2］ 

 

④  1 kg重 = 

 

⑤  =F  

 

⑥  =xf  

 

⑦  =xf  

 

⑧  =x  

⑨  =N  

 

⑩  =S  

 
 
 
 

⑪           の方が縮みにくい。すなわち硬いばねである。 

☆このレポートをやるのに    時間   分， 

それ以外に力学Ⅰの予習復習を    時間   分した。 
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